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全国センター副理事長・田村昭彦氏の記念講演

講師は今正則代表（県労連副議長）

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

■
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
な
っ

て
い
る
日
本
人
は
532
万
人
で
世

界
一
多
い
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。

「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
２
０
１
４
」

に
よ
る
と
、２
０
１
３
年
の
売

り
上
げ
第
１
位
は
パ
チ
ン
コ

の
約
19
兆
円
、２
位
は
中
央
競

馬
の
２
兆
４
千
億
円
、３
位
は

競
艇
の
９
千
億
円
だ
と
い
う
。

■
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は
、れ

っ
き
と
し
た
病
気
で
精
神
疾

患
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。こ
の

病
気
に
よ
っ
て
サ
ラ
金
か
ら

多
額
の
借
金
を
し
た
り
、仕
事

を
辞
め
た
り
、家
庭
内
暴
力
に

走
っ
た
り
、自
殺
に
追
い
込
ま

れ
た
り
し
て
い
る
。
■
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）に
よ
る

と
、２
０
１
２
年
の
世
界
の
自

殺
者
は
約
80
万
人
で
、日
本
の

自
殺
者
は
２
万
９
千
人
。主
要

国
で
自
殺
率
（
10
万
人
あ
た

り
）の
高
い
の
は
韓
国
で
28
・

９
人
、日
本
は
18
・
５
人
で
世

界
平
均
の
１
・
６
倍
だ
と
い
う
。

日
本
の
自
殺
者
は
、消
費
税
が

３
㌫
か
ら
５
㌫
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
翌
年
の
１
９
９
８
年
か
ら

２
０
１
１
年
ま
で
14
年
連
続
、

年
間
３
万
人
を
超
え
て
い
た
。

■
安
倍
政
権
は
、次
期
国
会
で

の
カ
ジ
ノ
合
法
化
法
案
成
立
を

見
据
え
作
業
を
進
め
、東
京
、大

阪
、北
海
道
な
ど
は
カ
ジ
ノ
を

誘
致
し
よ
う
と
、行
政
ぐ
る
み

で
運
動
を
始
め
て
い
る
。■
先

日
、東
奥
日
報
の
記
者
が
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、青
森
県
に

も
カ
ジ
ノ
を
誘
致
す
べ
き
だ
と

紙
上
で
主
張
し
て
い
た
。東
奥

日
報
に
確
認
を
し
た
ら
、社
の

方
針
で
は
な
い
と
言
う
が
、見

識
が
疑
わ
れ
る
。　
　
　
（
清
）

「
意
義
申
し
出
書
」を
提
出

TPP反対で学習会

働
く
者
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
東
北
セ
ミ
ナ
ー
in
青
森

写真=７月14日座り込み行動の署名・シール投票活動

県最賃時　
　給 679円10月　

　24日から
「政労使合意」実現遠のく

　

14
円
は
、
中
央
最
賃
審
議
会

目
安
額
に
１
円
プ
ラ
ス
し
た
額

と
は
言
え
、
４
年
前
の
雇
用
戦

略
対
話
「
政
労
使
合
意
」
の
、

「
で
き
る
限
り
早
期
に
全
国
最

低
800
円
を
確
保
し
、
景
気
状
況

に
配
慮
し
つ
つ
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
全
国
平
均
一
千
円
を
目

指
す
」
と
い
う
目
標
実
現
に
は
、

ほ
ど
遠
い
レ
ベ
ル
。

　

県
労
連
は
「
異
議
申
し
出

書
」
の
中
で
、
目
標
実
現
の
た

め
に
毎
年
平
均
48
円
程
度
の
引

上
げ
が
必
要
、
今
年
度
の
答
申

額
を
713
円
に
す
る
よ
う
要
求
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
行
の
最
賃
が
地
域

　

14
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額
は
、
全
都
道
府
県

で
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。
青
森
県
は
昨
年
よ
り
14
円

増
の
一
時
間
679
円
に
決
定
。
９
月
中
に
官
報
で
公

示
後
、
10
月
24
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
県
労
連

県労連

　

「
働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
（
略
・
い
の
健
）
第

９
回
東
北
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
青

森
」
が
、
９
月
20
日
〜
21
日
に

青
森
市
内
・
浅
虫
観
光
ホ
テ
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
青
森
県

か
ら
70
名
、
東
北
全
体
で
120
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

い
の
健
の
全
国
セ
ン
タ
ー
は

専
門
家
の
力
を
集
め
、
過
労
死

な
ど
労
災
職
業
病
の
認
定
と
補

償
・
予
防
策
の
充
実
に
取
り
組

む
組
織
と
し
て
１
９
９
８
年
12

月
に
結
成
。
以
後
、
全
国
に
広

が
り
、
現
在
28
都
道
府
県
に
組

織
が
あ
り
ま
す
。
東
北
は
13
年

前
に
宮
城
県
で
結
成
、
２
県
目

は
今
年
の
９
月
に
岩
手
県
に
出

来
た
ば
か
り
。
青
森
県
も
早
期

の
結
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
基
調
報
告
、
記
念
講

演
、
分
科
会
が
内
容
。
分
科
会

別
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
４
ラ
ン
ク
に

区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
地
域

格
差
を
生
み
、
首
都
圏
へ
の
労

働
力
流
出
要
因
に
な
っ
て
い
る

問
題
点
も
指
摘
、
全
国
一
律
最

賃
制
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

実
際
、
最
高
額
の
東
京
と
青
森

県
の
格
差
は
年
々
拡
大
、
10
年

前
の
差
106
円
か
ら
209
円
に
２
倍

近
く
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
県
は
生
活
保
護
基

準
と
の
乖
離
は
解
消
さ
れ
て
い

る
と
主
張
し
ま
す
が
、
法
定
控

除
や
医
療
費
負
担
、
非
現
実
的

な
労
働
時
間
で
の
月
額
算
出
な

ど
を
考
え
れ
ば
、
低
す
ぎ
る
生

活
保
護
よ
り
、
い
ま
だ
に
低
額

で
と
て
も
暮
ら
せ
ま
せ
ん
。

　

賃
金
水
準
を
国
際
比
較
で
見

る
と
、
ほ
ぼ
20
年
間
に
わ
た
り

日
本
だ
け
が
低
下
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
安
倍
政
権
下
で
は
、
13

ケ
月
連
続
の
実
質
賃
金
マ
イ
ナ

ス
。
最
賃
額
の
大
幅
引
き
上
げ

と
、
制
度
改
善
運
動
は
最
重
要

課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

は
①
職
場
の
労
働

安
全
活
動
の
活
性

化
②
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
労
災
対
策

③
長
時
間
労
働
は

な
ぜ
ダ
メ
か
？
④

被
災
地
の
労
働
者

の
働
き
方
、
働
か

せ
方
⑤
職
場
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
を
な
く
す
た
め
に
―

の
五
つ
。
熱
心
な
討
論
で
深
め

は
今
年
も
、
春
闘
課
題
の
重
点
に
位
置
付
け
、
宣

伝
・
署
名
・
要
請
・
審
議
会
傍
聴
・
意
見
陳
述
・

座
り
込
み
行
動
・「
異
議
申
し
出
書
」
提
出
な
ど
、

大
幅
引
上
げ
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

ま
し
た
。
実
行
委
員
長
は
、
県

民
医
連
の
飯
田
寿
徳
健
生
ク
リ

ニ
ッ
ク
所
長
が
務
め
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
青
森
県
実
行
委

員
会
（
構
成
13
団
体
）
は
、
９

月
16
日
夜
、
会
場
の
ア
ピ
オ
あ

お
も
り
に
33
名
が
参
加
し
て
学

習
会
を
開
催
。
演
題
は
「
安
倍

政
権
の
暴
走　

原
点
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

〜
す
べ
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
は
じ

ま
っ
た
〜
」、
講
師
は
今
正
則

（
県
労
連
副
議
長
）
実
行
委
員

会
代
表
で
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
海
外
で
戦
争

す
る
国
」「
世
界
一
企
業
が
活

動
し
や
す
い
国
」
づ
く
り
に
、

民
意
を
一
顧
だ
に
せ
ず
違
法
と

強
権
手
法
で
突
き
進
む
安
倍
暴

走
政
権
の
危
険
な
体
質
を
浮

き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
）
締
結
の
環
境
づ
く

り
。
憲
法
理
念
に
基
づ
き
、
戦

後
築
き
上
げ
た
民
主
的
な
制
度

や
国
の
仕
組
み
を
「
非
関
税
障

壁
」
と
称
し
て
、
一
気
に
崩
し

て
し
ま
う
、
い
わ
ば
国
家
〝
壊

造
〞
の
恐
怖
政
治
だ
と
い
う
こ

と
を
解
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
選
挙
で
確
信
犯
的

に
ウ
ソ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
公
約

に
掲
げ
た
自
民
党
が
、
ウ
ソ
を

つ
い
て
獲
得
し
た
多
数
議
席
を

笠
に
、
暴
走
政
治
を
始
め
た
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
と
暴
走
政
権
ス

ッ
ト
プ
の
た
め
に
は
、
粘
り
強

い
運
動
を
続
け
、
国
・
地
方
の

選
挙
で
の
自
公
の
後
退
や
、
内

閣
支
持
率
を
急
落
さ
せ
る
な
ど

し
て
、
安
倍
内
閣
退
陣
に
追
い

込
む
こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
。

参
加
者
か
ら
も
共
感
の
意
見
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

安倍政権
の暴走　原点は TPP
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第287回
クロスワード
パズル

藤崎町会場の小森陽一氏

合唱の部の最後は合同で

「
原
発
に
依
存
し
な
い
　
　

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

講
演

集団的自衛権
行使容認反対流し宣伝

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
に
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下

さ
い
。
余
白
に
職
場
の
様
子

や
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
11
月
15
日
●
発
表

＝
12
月
号
●
宛
先
＝
表
面
題

字
下
に
表
記
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

287
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

係
り
」
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
野
外
で
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ

ン
グ
。
‥
ラ
イ
フ

⑤
磁
石
で
「
Ｎ
」
の
方
向

⑦
‥
晩
成
の
人

⑧
13
は
キ
ン
グ
、
12
は
？

⑩
人
。
‥
ツ
ー
‥

⑪
花
を
挿
す
容
器

⑫
反
対
語
は
ウ
エ
ッ
ト
で
す

⑭
竜
と
ゴ
ジ
ラ
は
‥
の
生
き
物

で
す

⑯
印
。
ト
レ
ー
ド
‥

⑰
病
気
や
傷
の
あ
る
部
分

⑱
世
界
文
化
遺
産
の
富
岡
‥
工

場
⑳
い
が
に
包
ま
れ
て
い
ま
す

㉒
10
月
の
祝
日
は
‥
の
日

㉔
調
味
用
の
甘
い
酒

㉕
し
み
っ
た
れ

㉖
許
可
証
。
免
許
状

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
‥
を
隠
し
て
、
尻
隠
さ
ず

②
陳
列
窓
。
シ
ョ
ー
‥

③
国
際
保
護
鳥
で
す

④
眠
く
な
る
と
出
ま
す

⑤
鍵
盤
。
‥
を
た
た
く

⑥
秋
の
味
覚
を
‥
す
る

⑨
実
印
。
‥
証
明

⑪
山
梨
県
の
旧
国
名

⑬
ビ
ル
が
完
成
。
‥
式

⑮
ほ
ぼ
完
全
に
近
い
こ
と

⑯
香
り
の
良
い
秋
の
味
覚

⑰
子
ど
も
が
大
好
き
で
す

⑲
サ
ケ
や
マ
ス
の
卵
を
塩
漬

け
に
し
た
食
品

㉑
洗
髪
後
に
使
い
ま
す

㉓
‥
日
千
秋
の
思
い

㉔
夜
‥
で
金
魚
す
く
い

第
285
回
の
答
え
と
回
答

《
答
え
》
ヒ
ヤ
シ
ソ
バ

《
当
選
者
》
17
通
の
応
募
で

16
通
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
上
準

一
（
年
金
者
組
合
）、
一
戸

茂
実
（
自
治
労
連
）、
加
福

重
治
（
年
金
者
組
合
）、
菊

池
嘉
任
（
年
金
者
組
合
）、

長
内
一
（
建
交
労
）

　
体
調
を
崩
し
て

い
ま
し
た
が
、回
復
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。（
宮
川
梅
子
・
年
金
者

組
合
）

　
夏
祭
り
も
お
盆
も
過
ぎ
�

秋
風
に
変
わ
り
ま
し
た
。（
今
晴

美
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
今
�
イ
ン
ド
映
画
が

面
白
い
。90
年
代
は
歌
・
踊
り

の
〝
マ
サ
ラ
映
画
〞だ
っ
た
が

内
容
で
勝
負
の
映
画
が
多
く
な

っ
た
。（
長
内
一
・
建
交
労
）

　
ね
ぷ
た
に
参
加
の
度
に

酒
を
飲
ん
だ
ら
、娘
に
怒
ら
れ

た
。（
神
孝
則
・
県
国
公
）

　
下
北
で
の

年
金
者
組
合
の
動
き
が
見
え

な
い
。何
と
か
し
て
。（
村
上
準

一
・
年
金
者
組
合
）

　
集
中
豪
雨
に
は

驚
き
ま
し
た
。列
島
が
ど
う
な

る
か
心
配
で
す
。（
岡
本
猛
・
年

金
者
組
合
）

　
青
森
県
の
最
賃
は

全
国
最
低
ク
ラ
ス
。年
金
者
の

生
活
も
脅
か
さ
れ
、安
倍
政
権

は
退
陣
以
外
な
い
。（
記
田
ゆ
り

子
・
年
金
者
組
合
）

　
今
年
も
原
発
反
対

平
和
を
考
え
る
県
民
の
集
い

むつ、藤崎で　
　も大盛況

小森陽一憲法講演会

宣
伝
を
兼
ね
、一
段
と
力

を
込
め
た
合
唱
で
し
た
。

　

南
相
馬
市
は
福
島
第
１

原
発
立
地
の
双
葉
郡
大
熊

町
と
双
葉
町
に
隣
接
す
る

原
発
か
ら
20
㎞
〜
30
㎞
圏

内
の
市
。桜
井
氏
の
講
演

は
、参
加
者
に
原
発
推
進

勢
力
へ
の
怒
り
を
改
め
て

呼
び
起
こ
し
、事
故
の
惨

　
「
つ
ど
い
」は
県
労
連
、県
民

医
連
、新
婦
人
県
本
部
な
ど
26

団
体
で
実
行
委
員
会
を
構
成
し

開
催
。毎
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

す
っ
か
り
定
着
し
た
展
示
会
と

県
内
の
歌
声
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

合
唱
演
奏
を
今
年
も
実
施
。今

年
は
、11
月
開
催
の
「
日
本
の

う
た
ご
え
祭
典
in
み
や
ぎ
」の

福
島
集
会
は
あ
る
の
か
な
？

（
一
戸
茂
実
・
自
治
労
連
）

　
孫
を
ス
イ
ミ
ン
グ
に

連
れ
て
行
っ
た
時
に
、宿
題
を

し
て
い
た
小
学
生
が
い
た
。（
菊

池
嘉
任
・
年
金
者
組
合
）

　
大
雨
が
続
き
�

痛
ま
し
い
災
害
が
起
き
て
い
ま

す
が
、天
災
と
ば
か
り
言
え
な

い
。（
鎌
田
文
子
・
年
金
者
組
合
）

　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
�

で
の
小
森
陽
一
講
演
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。（
長
内
幸
子
・
建
交

労
家
族
）

　
食
欲
・
読
書
・
ス
ポ
�
ツ

な
ど
秋
を
楽
し
み
た
い
。（
宇
部

好
子
・
県
教
組
）

　
私
に
は
一
年
の
中
で

お
盆
が
一
番
退
屈
で
す
。（
細
川

弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

　

全
国
９

条
の
会
事

務
局
長
の

小
森
陽
一

氏
を
迎
え

「
憲
法
講

演
会
」
を

昨
年
に
続

き
開
催
し

ま
し
た
。

今
年
は
、

９
月
６
日

に
下
北
地

状
や
、市
民
を
守
る
首
長
と
し

て
の
寝
食
を
忘
れ
た
奮
闘
と
統

率
力
に
、大
き
な
感
動
と
共
感

を
与
え
ま
し
た
。

　

原
発
事
故
は
終
わ
っ
た
、さ

ー
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
と

い
う
よ
う
な
閣
僚
・
官
僚
・
マ

ス
コ
ミ
の
姿
勢
を
批
判
。「
事
故

は
今
も
続
い
て
い
る
。再
稼
働

や
原
発
の
輸
出
な
ん
て
と
ん
で

も
な
い
」と
き
っ
ぱ
り
。一
方
で
、

国
・
東
電
・
県
の
責
任
追
及
と

一
緒
に
、住
民
が
知
恵
と
力
を

出
し
合
う
、提
案
型
の
行
動
が

大
切
と
述
べ
ま
し
た
。

100
名
と
い
う
過
去
最
大
規
模
の

大
学
習
会
と
な
り
、
会
場
か
ら

参
加
者
が
溢
れ
る
ほ
ど
盛
況
で

し
た
。

　

津
軽
９
条
の
会
・
県
９
条
の

会
共
催
の
津
軽
地
区
は
、
参
加

性
を
し
っ
か
り
学
ん
で
欲
し
い

と
述
べ
、
９
条
の
会
結
成
以
降

の
世
論
の
変
化
に
触
れ
、
今
秋

か
ら
来
春
へ
の
運
動
と
「
11
・

24
集
会
＆
パ
レ
ー
ド
」
の
成
功

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

区
（
会
場
＝
下
北
文
化
会
館
）、

翌
７
日
に
津
軽
地
区
（
藤
崎
町

文
化
セ
ン
タ
ー
）
の
２
ケ
所
。

　

下
北
地
区
は
、
参
加
者
が
約

者
265
名
と
い
う
、
こ
ち
ら

も
大
盛
況
。
参
加
者
が
バ

ス
や
自
家
用
車
で
次
々
と

到
着
、
会
場
内
は
ポ
ス
タ

ー
、
の
ぼ
り
、
横
幕
な
ど

で
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
し

た
。
小
森
氏
は
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決

定
全
文
を
紹
介
し
、
内
容

を
し
っ
か
り
つ
か
み
、
戦

争
す
る
国
づ
く
り
の
危
険

　

９
月
23
日
午
後
、
青
森
・
ア
ウ
ガ
を
会
場
に
「
第
５
回
平
和
を

考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
182
名
が
参
加
。
今
年
の

メ
ー
ン
は
「
原
発
に
依
存
し
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
、
福

島
県
南
相
馬
市
長
の
桜
井
勝
延
氏
に
よ
る
講
演
で
し
た
。

体験と思いを語る南相馬市の桜井市長

　

集
団
的
自

衛
権
行
使
容

認
の
閣
議
決

定
撤
回
を
求

め
、
憲
法
ネ

ッ
ト
あ
お
も

り
と
青
森
県

革
新
懇
は
共

同
で
、
青
森

市
内
を
中
心

に
、
宣
伝
カ

ー
に
よ
る
流

し
宣
伝
と
街

頭
演
説
を
実
施
し
ま
し
た
。
期

間
は
１
日
を
皮
切
り
に
週
３
回

の
ペ
ー
ス
で
９
月
い
っ
ぱ
い
。

　

毎
回
、
３
〜
４
名
が
参
加
し

て
市
内
を
く
ま
な
く
回
り
、
団

地
、
大
型
ス
ー
パ
ー
前
、
商
店

街
な
ど
で
は
、
の
ぼ
り
旗
を
掲

げ
て
マ
イ
ク
を
握
り
演
説
。「
閣

議
決
定
は
立
憲
主
義
違
反
。
直

ち
に
撤
回
せ
よ
」「
若
者
を
戦

場
に
送
る
な
」「
安
倍
内
閣
辞

め
ろ
」
な
ど
訴
え
ま
し
た
。

憲法ネットと革新懇が共同


